
 

令和６年度第４回 佐渡警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時  令和７年２月19日（水）午後２時25分から午後３時25分まで 

開催場所  佐渡警察署 ３階会議室 

出 席 者 

 

委      員
 

（定数10人）
 

 

金田会長 小林副会長 尾田委員 篠原委員 

中川委員 渡邉（晃）委員 渡辺（直）委員  

渡邉（正）委員   
            

（会長、副会長以下50音順）
 

計８人 

警   察
 
鈴木署長 藤ノ木副署長 坂口警務課長 

大島生活安全課長 本間地域課長 南波刑事課長 

交通係長 佐藤警備課長 東條会計課長 

計９人
 

 

管内の治安情勢 

 署長から、令和６年末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明があった。 

 

前回の諮問事項に対する業務推進状況 

 署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について、下記のとおり説明があっ

た。 

１ 特殊詐欺被害防止及びＳＮＳ型投資詐欺等被害防止 

(1) テレビ放映を活用した被害防止広報の実施 

(2) 年末における被害防止広報の実施 

(3) 金融機関に対する水際対策強化の依頼 

 

２ 高齢者の交通事故防止 

(1) 交通安全教室等における交通法令遵守の呼びかけ 

(2) 各種警察活動を通じた交通安全知識習得に資する講習の開催 

(3) 高齢者家庭に対する戸別訪問による交通安全指導の実施 

(4) 関係機関と連携した指導・啓発活動 

ア 官公署、企業対象の交通安全講話における交通事故防止の周知広報の実施 

イ 交通安全協会各支部との合同広報啓発活動の実施 

ウ 交通事故当事者等に対する個別指導や運転免許証自主返納の勧奨活動の実施 

エ あらゆる警察活動を通じた危険運転者の把握と臨時適性検査による運転資格

継続の可否判断 

   



諮問 

 署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。  

１ 特殊詐欺被害防止及びＳＮＳ型投資詐欺等被害防止 

 (1) テレビ、ラジオ等の各種媒体を活用した多角的な情報発信 

 (2) 関係機関・団体、ボランティアと協働した広報啓発活動 

 (3) 各種イベントや防犯講習等における広報啓発活動 

 (4) 金融機関、コンビニエンスストア等における水際対策強化の働きかけ 

 (5) 被害を未然に防いだ金融機関やコンビニエンスストア等に対する表彰 

 

２ 高齢者の交通事故防止 

 (1) 高齢加害者（運転者）対策の推進 

 (2) 高齢被害者（歩行者）対策の推進 

 

答申      

佐渡警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよう答申し

た。 

 

 意見・要望・質疑等（○は署長等の説明） 

１ 諮問事項に対する意見等 

(1) 詐欺被害防止広報も活発に行われており、知らない人はいないと思われるにも

関わらず被害が増加していることについて、どのような原因があると考えられる

か。 

○ オレオレ詐欺被害者は高齢者がほとんどですが、最近被害が増大しているＳ

ＮＳ型投資詐欺等については、若年層の被害も多く発生しています。犯罪の傾向

が変わっているにも関わらず「自分は大丈夫」と考えている方が、いまだに多く

いることも被害増加要因の一つではないかと考えています。   

(2) 新潟県では特殊詐欺、ＳＮＳ型投資詐欺等の被害が増加しているとの説明があ

ったが、これは新潟県だけでなく全国的な傾向なのか。 

○ 全国的に被害は増加しています。 

(3) オレオレ詐欺被害に遭うのは、ほとんどが高齢者であることから、家族、子供に

対する被害防止広報が効果的ではないか。 

また、一人暮らしの高齢者に対しては、基本的に警察や他の行政機関が携帯電話

から架電することはないことを広報してはどうか。 

○ 家族等に対する広報啓発活動は現在も実施しており、今後も継続実施したい

と考えています。 

  一人暮らしの高齢者に対する広報に関しては、今後の被害防止広報啓発活動

の参考としたいと思います。 

 (4) 特殊詐欺等の犯人は、一人暮らしで、ある程度資産のある高齢者等の情報を入手



して犯行に及んでいると思われる。警察側も被害に遭ってしまった原因を分析し

た上で、警察が保有する各種情報を活用して、的を絞った広報啓発活動を行っては

いかがか。 

  ○ 今後の被害防止広報啓発活動を実施するにあたり、その対象についても検討

を加えていきたいと思います。 

 (5) ＳＮＳ型投資詐欺等と思われるメール等が届いた際には警察に情報提供した方 

が良いのか。 

 また、情報提供した場合、何らかの手を打てるものなのか。 

○ 当署に対しても相談等の形で、多くの情報を提供して頂いています。 

  情報提供して頂いた際には、警察から関係先に対する通報等の措置を講じて

います。 

   

２ その他の意見等 

(1) 精神的疾患に起因する「応急救護・保護」関連の相談があった場合、どのような

対応となるのか。 

○ 家族等との連携を図るとともに、その後の対応を行政へつなぐために市役所、

保健所などの関係機関へも情報提供し、共有を図っています。 

(2) 横断歩道付近での交通事故の発生はあるか。 

○ 横断歩道付近においても交通事故は発生しており、令和６年中に当署管内で

発生した交通死亡事故３件のうち１件は横断歩道上で発生したものでした。 

(3) 地域の回覧板に詐欺被害防止をはじめとする警察の各種広報資料が入っている

ことがあるが、どのくらいの頻度で行っているのか。 

○ 地域によって若干の差違はありますが、年に数回程度の頻度で実施していま

す。 

(4) 生活している中で有線放送や防災無線をよく耳にするが、詐欺事件の発生時な

どにおける広報に活用してはいかがか。 

○ 詐欺の前兆電話が多発したときなどに防災無線で広報を行っていますが、個

々の事件発生を捉えての広報は実施していません。被害者の意向もありますの

で、全てについて実施することは難しいと思いますが、可能な実施方法等につい

ても検討していきたいと思います。 

(5) 歩道上をかなりのスピードで走行している自転車を見かけることもあるが、自

転車と歩行者との交通事故の発生はあるか。 

  ○ 自転車通行可の規制箇所でなければ、基本的に自転車は歩道を通行すること

はできません。 

    令和６年中、当署管内では自転車が関与した人身事故が５件発生しています

が、自転車と歩行者の衝突事故の発生はありませんでした。 

 

 速度等取締り指針の策定  

 副署長から、交通事故の発生実態に合わせた速度等取締りを実施する旨の説明があ

り、了承された。 



その他    

 

【最近の犯罪情勢（特殊詐欺・ＳＮＳ型投資詐欺等）についての説明状況】 

 

    

 

 

【警察署協議会の開催状況】 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

     

 


